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はんだ

錫
地
金
調
達
難
で
在
庫
薄

車
載
・
電
機
向
け
需
要
回
復

20
年
国
内
生
産

販
売
と
も
減
少

経
産
省
統
計

錫地金

1
月
輸
入
2230
㌧
と
増
加

未
着
多
く
荷
繰
り
ひ
っ
迫
続
く

住
友
金
属
鉱
山
／
金
属
事
業
本
部
銅

・
貴
金
属
営
業
部
長河

合
直
樹
氏

橋
本
ア
ル
ミ
取
締
役

橋
本
健
一
郎
氏

日
本
貴
金
属
マ
ー
ケ
ッ
ト
協
会

代
表
理
事

池
水
雄
一
氏

ア ル ミ
二次合金

上
げ
幅
に
バ
ラ
つ
き

2
月
積
み
販
価
交
渉
大
詰
め

フジメタル

全
種
25
―
670
円
上
げ

3
月
前
半
減
摩
合
金
販
価

共同研究講座
阪大に開設
循環型経済テーマ

Ｊ
Ｘ
金
属

リ
ン
青
銅
・
洋
白

3
月
販
価
上
げ

関
口
冨
美
雄
商
店

東大阪市と包括連携協定
7分野で地域に貢献

タ
ツ
タ
電
線

三菱アルミ

事
業
本
部
制
を
解
消

4
月
1
日
付
で
再
構
築

み
ず
ほ
と
エ
コ
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
融
資
契
約

古
河
電
工

自
己
株
式
を
処
分

泉
州
電
業

役
員
人
事

は
ん
だ
の
国
内
生
産
に
原
料
不
足
問
題
が
浮
上
し
て
き
た
。
主
原
料
で
あ
る
錫
地
金
の
調
達
難
が
深
刻
化

し
て
お
り
、
経
済
産
業
省
の
統
計
に
よ
る
と
、
生
産
が
回
復
し
た
昨
年
10
月
か
ら
在
庫
補
充
が
追
い
つ
か
ず
。

月
末
在
庫
は
販
売
量
に
対
し
て
0
・
8
カ
月
前
後
の
低
水
準
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。
錫
地
金
輸
入
を
巡
る
情

勢
は
目
先
も
不
透
明
で
、
原
料
と
製
品
の
荷
繰
り
難
が
長
引
く
可
能
性
が
あ
り
そ
う
だ
。

電
子
部
品
を
実
装
す
る

通
電
材
料
と
し
て
使
わ
れ

る
は
ん
だ
は
、
錫
含
有
率

が
95
％
以
上
の
合
金
で
、

錫
地
金
需
要
の
過
半
を
占

め
る
と
さ
れ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
減
少
か
ら
車
載

・
電
機
分
野
の
需
要
が
回

復
し
、
10
月
の
国
内
生
産

は
前
年
同
月
比
5
・
5
％

増
の
1
4
2
4
㌧
と
1
年

1
カ
月
ぶ
り
の
プ
ラ
ス
に

浮
上
し
た
。
そ
の
後
も
生

産
は
11
月
1
3
7
3
㌧
、

12
月
1
4
1
4
㌧
と
同
水

準
を
維
持
し
て
い
る
。

一
方
、
メ
ー
カ
ー
の
製

品
在
庫
は
10
月
末
に
前
月

と
比
べ
て
3
9
0
㌧
（
26

％
）
減
っ
て
1
1
1
1
㌧

に
急
落
し
た
ま
ま
で
、
直

近
の
12
月
末
も
1
1
2
5

㌧
で
回
復
し
て
い
な
い
。

販
売
量
に
対
す
る
在
庫
量

は
0
・
79
カ
月
分
し
か
な

く
、
こ
れ
は
2
0
1
0
年

1
月
以
来
の
少
な
さ
だ
。

は
ん
だ
の
製
品
在
庫
は

19
年
以
降
、
米
中
貿
易
摩

擦
で
需
要
が
低
調
だ
っ
た

上
に
、
錫
地
金
輸
入
が
安

定
し
て
い
た
た
め
積
み
増

す
必
要
も
な
く
、
在
庫
は

1
・
2
―
1
・
3
カ
月
分

を
推
移
し
て
い
た
。
20
年

は
コ
ロ
ナ
禍
で
需
要
は
減

少
し
た
が
生
産
も
抑
え
ら

れ
た
た
め
、
ほ
ぼ
横
ば
い

だ
っ
た
。
し
か
し
、
10
月

か
ら
生
産
が
上
向
く
と
、

製
品
在
庫
を
1
カ
月
分
以

上
の
適
正
レ
ベ
ル
に
戻
せ

て
い
な
い
。
背
景
に
は
在

庫
補
充
に
必
要
な
原
料
手

当
て
が
追
い
つ
い
て
い
な

い
事
情
が
あ
る
。

錫
地
金
輸
入
は
コ
ン
テ

ナ
船
不
足
や
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
世
界
的
な
採
鉱

難
、
最
大
相
手
国
の
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
輸
出
引
き
締

め
策
な
ど
に
よ
っ
て
着
荷

遅
れ
が
相
次
ぎ
、
昨
年
末

か
ら
不
安
定
化
し
て
い

る
。
現
在
で
も
「
正
常
化

す
る
の
は
半
年
、
も
し
く

は
年
内
い
っ
ぱ
い
は
か
か

る
の
で
は
」（
市
場
関
係

者
）
と
も
さ
さ
や
か
れ
て

お
り
、
供
給
不
安
が
高
ま

っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
た

直
後
の
昨
年
4
月
頃
、
は

ん
だ
メ
ー
カ
ー
は
入
荷
難

を
見
込
ん
で
地
金
調
達
を

増
や
し
た
が
、
そ
の
後
は

需
要
縮
小
で
仕
入
れ
を
抑

え
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

8
月
の
財
務
省
貿
易
統
計

の
錫
地
金
輸
入
は
1
1
2

5
㌧
で
、
同
月
の
は
ん
だ

生
産
の
1
1
7
8
㌧
を
一

時
的
に
下
回
っ
た
。
し
か

し
、
今
度
は
需
給
ギ
ャ
ッ

プ
が
反
転
し
、
在
庫
積
み

上
げ
ど
こ
ろ
か
需
要
見
合

い
の
生
産
ま
で
が
危
ぶ
ま

れ
て
い
る
。

経
済
産
業
省
が
こ
の
ほ

ど
発
表
し
た
生
産
動
態
統

計
確
報
に
よ
る
と
、
2
0

2
0
年
の
は
ん
だ
の
国
内

生
産
は
前
年
比
3
・
6
％

減
の
1
万
5
3
5
0
㌧
、

販
売
は
1
・
6
％
減
の
1

万
4
9
6
5
㌧
だ
っ
た
。

と
も
に
2
年
連
続
の
前
年

割
れ
と
な
り
、
生
産
は
4

年
ぶ
り
、
販
売
は
6
年
ぶ

り
の
低
水
準
。
最
後
の
四

半
期
（
10
―
12
月
）
を
除

く
全
て
の
月
で
前
年
同
月

比
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

財
務
省
が
こ
の
ほ
ど
発

表
し
た
貿
易
統
計
速
報
に

よ
る
と
、
錫
地
金
の
1
月

輸
入
は
前
年
同
月
比
1
・

5
％
増
の
2
2
3
0
㌧
と

高
い
水
準
だ
っ
た
。
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
な
ど
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
か
ら
、
遅
延
し
て

い
た
着
荷
が
ま
と
ま
っ
て

届
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、

昨
年
契
約
分
の
未
着
は
ま

だ
多
く
残
っ
て
お
り
、
国

内
の
荷
繰
り
ひ
っ
迫
が
緩

和
す
る
様
子
は
ま
だ
な
さ

そ
う
だ
。

錫
地
金
輸
入
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が

拡
大
し
た
直
後
の
供
給
不

安
の
高
ま
り
か
ら
、
昨
年

5
月
に
2
0
0
5
㌧
を
計

上
し
た
が
、
6
月
以
降
は

月
1
5
0
0
㌧
を
下
回

り
、
8
月
は
1
1
2
5
㌧

に
落
ち
込
ん
だ
。
こ
れ
は

リ
ー
マ
ン
危
機
後
に
需
要

が
陥
没
し
た
2
0
0
9
年

3
月
以
来
の
少
な
さ
。

主
用
途
で
あ
る
導
電
材

料
の
は
ん
だ
生
産
は
昨
年

10
月
か
ら
上
向
い
た
が
、

錫
地
金
輸
入
は
月
1
5
0

0
㌧
余
り
に
と
ど
ま
っ
て

い
た
。
そ
の
た
め
、
11
月

以
降
は
国
内
需
給
に
は
次

第
に
タ
イ
ト
感
が
生
じ
、

月
を
追
っ
て
供
給
不
足
が

深
刻
化
。
20
年
の
年
間
輸

入
は
前
年
比
21
・
4
％
減

の
1
万
9
0
9
0
㌧
と
大

幅
に
減
り
、
1
9
9
0
年

代
以
降
で
は
初
の
2
万
㌧

割
れ
と
な
っ
た
。

年
明
け
1
月
輸
入
は

久
々
に
2
0

0
0
㌧
台
を

回
復
し
、
単

月
で
は
19
年

7
月
の
2
4

7
9
㌧
以
来

の
水
準
だ
。

主
な
輸
入
相

手
と
数
量
を

見
る
と
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
1
1
8
6

㌧
、
マ
レ
ー
シ
ア
3
6
3

㌧
、
ペ
ル
ー
2
0
2
㌧
、

タ
イ
1
6
3
㌧
、
中
国
1

0
9
㌧
、
台
湾
1
0
1
㌧

と
続
い
た
。
対
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
は
8
カ
月
ぶ
り
に
1

0
0
0
㌧
超
え
た
。

た
だ
し
、
国
内
需
給
は

2
月
に
入
り
、
ひ
っ
迫
感

を
一
層
増
し
て
お
り
、
1

月
の
輸
入
増
加
で
荷
繰
り

が
緩
ん
だ
気
配
は
な
い
。

2
月
以
降
の
輸
入
環
境
も

大
幅
な
改
善
は
見
込
め

ず
、「
足
元
で
新
規
契
約
し

て
も
着
く
の
は
半
年
後
」

（
非
鉄
商
社
）と
言
わ
れ
、

今
年
い
っ
ぱ
い
は
調
達
難

が
続
く
と
の
見
方
も
出
て

い
る
。

3
月
の
Ｌ
Ｍ
Ｅ
銅
3
カ
月
先
物
は
、
ま

ず
2
0
1
1
年
以
来
の
ト
ン
1
万
㌦
超
え

を
目
指
す
と
予
想
す
る
。
主
要
国
の
低
金

利
政
策
や
対
コ
ロ
ナ
禍
の
景
気
刺
激
策

で
、
当
面
は
世
界
的
な
カ
ネ
余
り
が
続
く

だ
ろ
う
。
余
剰
資
金
が
商
品
市
場
に
流
入

す
る
中
、
脱
炭
素
ブ
ー
ム
な
ど
で
銅
の
中

長
期
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
は
堅
く
、

投
機
的
な
期
待
を
集
め
や
す
い
。

最
近
は
銀
の
急
騰
な
ど
個
人
投
資
家
の

影
響
力
も
無
視
で
き
ず
、
実
需
給
だ
け
で

は
相
場
を
測
れ
な
い
。
21
年
の
世
界
銅
需

給
は
ほ
ぼ
均
衡
と
の
見
方
が
多
く
、
需
要

量
は
コ
ロ
ナ
前
の
19
年
並
み
に
戻
る
か
ど

う
か
。
現
物
の
供
給
ひ
っ
迫
感
は
な
い
。

そ
の
意
味
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
が
見
え

る
頃
に
は
相
場
も
調
整
さ
れ
、
本
来
の
鉱

山
開
発
コ
ス
ト
見
合
い
と
さ
れ
る
7
0
0

0
㌦
近
辺
に
収
れ
ん
す
る
の
で
は
な
い

か
。

Ｌ
Ｍ
Ｅ
ア
ル
ミ
3
カ
月
先
物
は
ト
ン
2

0
0
0
―
2
2
0
0
㌦
で
推
移
す
る
。
理

由
は
2
点
。
①
米
金
融
緩
和
の
長
期
化
観

測
②
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
よ
る
感
染
拡
大
抑

制
。①

は
Ｎ
Ｙ
ダ
ウ
が
史
上
最
高
値
を
更
新

し
、
そ
の
他
の
商
品
市
場
も
同
時
に
上
昇

す
る
バ
ブ
ル
状
態
だ
が
、
コ
ロ
ナ
と
い
う

特
殊
要
因
の
中
で
パ
ウ
エ
ル
議
長
が
イ
ン

フ
レ
に
つ
い
て
「
大
部
分
で
弱
い
」
と
の

見
解
を
示
し
て
お
り
、「
米
経
済
は
雇
用
と

イ
ン
フ
レ
目
標
に
達
す
る
ま
で
長
い
道
の

り
が
あ
る
」
と
述
べ
た
こ
と
か
ら
金
融
緩

和
が
当
面
維
持
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

②
は
米
国
で
2
月
中
旬
時
点
で
1
日
当

た
り
の
接
種
回
数
が
7
日
間
の
平
均
で
1

4
0
万
回
に
達
す
る
な
ど
ペ
ー
ス
が
加
速

し
て
い
る
。
拡
大
が
収
ま
る
の
は
時
間
の

問
題
だ
。
た
だ
、
実
需
要
因
と
し
て
半
導

体
不
足
に
よ
る
自
動
車
生
産
の
減
少
懸
念

も
あ
り
調
整
も
考
え
ら
れ
る
。

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
の
銀
は
、
向
こ
う
3
カ

月
で
オ
ン
ス
25
―
33
㌦
を
予
想
す
る
。

各
国
の
金
融
緩
和
や
財
政
出
動
と
い
っ

た
金
余
り
は
相
場
を
下
支
え
る
。
総
需

要
の
約
10
％
を
占
め
る
太
陽
光
発
電
向

け
が
今
後
さ
ら
に
伸
び
て
い
く
見
通
し

で
、
需
給
も
強
い
。

2
0
2
0
年
に
中
国
で
新
設
し
た
太

陽
光
発
電
所
の
発
電
容
量
は
、
対
前
年

比
60
％
増
の
48
・
2
㌐
㍗
だ
っ
た
。21
年

に
は
約
65
㌐
㍗
に
増
加
す
る
見
込
み
。

米
国
も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進

す
る
。

銀
は
国
際
商
品
で
あ
り
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
な
い
が
、
米
国
の
掲
示
板
型
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
「
レ
デ
ィ
ッ
ト
」
に
あ
お

ら
れ
た
個
人
投
資
家
は
、
ス
ク
イ
ー
ズ

を
諦
め
て
い
な
い
。
2
月
23
日
に
は
1

日
で
1
4
6
㌧
増
え
る
な
ど
、
現
在
は

カ
ナ
ダ
の
銀
Ｅ
Ｔ
Ｆ
を
買
っ
て
い
る
。

ア
ル
ミ
二
次
合
金
メ
ー

カ
ー
と
ダ
イ
カ
ス
ト
メ
ー

カ
ー
な
ど
の
需
要
家
と
の

間
で
行
わ
れ
て
い
る
、
2

月
積
み
小
口
向
け
ア
ル
ミ

二
次
合
金
価
格
交
渉
（
単

月
、
後
決
め
）
が
大
詰
め

を
迎
え
て
い
る
。
前
月
か

ら
5
―
10
円
上
げ
が
中
心

だ
が
、
前
月
の
値
決
め
状

況
な
ど
に
よ
っ
て
は
15
円

以
上
の
値
上
げ
が
見
ら
れ

る
な
ど
バ
ラ
つ
き
が
見
ら

れ
る
。

2
月
は
強
弱
材
料
が
入

り
混
じ
る
混
迷
し
た
状
況

と
な
っ
た
。
2
月
前
半
は

半
導
体
不
足
に
よ
る
自
動

車
減
産
な
ど
の
影
響
を
受

け
て
原
料
も
弱
含
み
気
配

を
見
せ
、
合
金
に
つ
い
て

も
値
上
げ
の
勢
い
が
失
速

し
た
。

だ
が
、
2
月
中
旬
、
中

国
の
春
節
明
け
頃
か
ら
海

外
相
場
が
上
昇
し
始
め

た
。
Ｌ
Ｍ
Ｅ
新
塊
相
場
が

2
2
0
0
㌦
を
超
え
、
中

国
産
ア
ル
ミ
二
次
合
金
も

2
4
0
0
㌦
を
超
え
る
水

準
ま
で
価
格
を
戻
し
、
国

内
合
金
も
再
び
高
値
に
寄

る
動
き
を
見
せ
て
い
る
。

そ
れ
を
受
け
、
全
体
と

し
て
は
キ
ロ
5
―
10
円
ほ

ど
の
上
昇
、
安
値
塊
で
は

15
円
以
上
値
を
上
げ
て
い

る
も
よ
う
。
今
週
半
ば
に

は
大
勢
が
判
明
す
る
見
込

み
。

フ
ジ
メ
タ
ル
工
業
は
26

日
、
減
摩
合
金
の
3
月
前

半
積
み
1
㌔
㌘
当
た
り
販

価
を
、
2
月
後
半
比
25
―

6
7
0
円
引
き
上
げ
る
と

発
表
し
た
。
第
1
―
6
種

の
主
成
分
と
な
る
錫
の
1

㌔
㌘
当
た
り
購
入
価
格
が

6
9
0
円
、
第
7
―
10
種

の
主
成
分
と
な
る
鉛
が
10

円
値
上
が
り
し
た
た
め
。

そ
の
他
の
合
金
原
料
は

銅
が
82
円
、
亜
鉛
が
27
円

値
を
上
げ
た
。
ア
ン
チ
モ

ン
も
80
円
の
上
昇
。

Ｊ
Ｘ
金
属
は
26
日
、
大

阪
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
に
4
月
1
日
か
ら
共
同

研
究
講
座
「
Ｊ
Ｘ
金
属
サ

ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

推
進
共
同
研
究
講
座
」
を

開
設
す
る
と
発
表
し
た
。

資
源
循
環
を
推
進
し
、
循

環
型
経
済
の
実
現
に
資
す

る
、
ビ
ジ
ョ
ン
共
有
型
の

産
学
連
携
と
位
置
づ
け

る
。
設
置
期
間
は
2
0
2

4
年
3
月
末
ま
で
の
3
年

間
。非

鉄
金
属
の
マ
テ
リ
ア

ル
フ
ロ
ー
全
体
を
考
慮
し

た
製
錬
・
リ
サ
イ
ク
ル
の

研
究
開
発
・
社
会
実
装
と
、

製
造
エ
ネ
ル
ギ
ー
低
減
、

接
合
・
接
着
・
耐
腐
食
性

・
信
頼
性
評
価
技
術
の
高

度
化
や
数
値
解
析
手
法
、

新
材
料
創
生
な
ど
に
係
る

研
究
開
発
・
社
会
実
装
を

主
な
テ
ー
マ
と
す
る
。

宮
林
良
次
・
Ｊ
Ｘ
金
属

常
務
執
行
役
員
（
3
月
31

日
付
で
退
任
予
定
）
と
森

裕
章
・
大
阪
大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
ビ
ジ
ネ
ス
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
専
攻
准

教
授
が
、
常
勤
の
特
任
教

授
と
し
て
就
任
予
定
。

伸
銅
品
問
屋
の
関
口
冨

美
雄
商
店
（
東
京
都
台
東

区
、
関
口
泰
宏
社
長
）
は

26
日
、
3
月
の
リ
ン
青
銅

お
よ
び
洋
白
の
販
売
価
格

を
発
表
し
た
。
洋
白
を
キ

ロ
73
―
86
円
、
リ
ン
青
銅

を
99
―
1
2
7
円
引
き
上

げ
る
。
改
定
後
の
価
格
は

次
の
通
り
。

▽
ば
ね
用
洋
白
板
＝
2

8
6
1
円
（
�
73
）

▽
洋
白
板
2
種
＝
2
7

7
8
円
（
�
86
）

▽
洋
白
線
2
種
＝
2
7

7
8
円
（
�
86
）

▽
快
削
洋
白
棒
＝
3
1

2
5
円
（
�
84
）

▽
ば
ね
用
リ
ン
青
銅
板

＝
2
8
2
9
円
（
�
1
1

3
）▽

リ
ン
青
銅
板
2
種
＝

2
5
7
2
円
（
�
99
）

▽
リ
ン
青
銅
線
＝
2
8

2
0
円
（
�
1
2
2
）

▽
快
削
リ
ン
青
銅
棒
＝

2
7
6
7
円（
�
1
2
7
）

タ
ツ
タ
電
線
は
26
日
、

本
社
工
場
の
あ
る
東
大
阪

市
と
包
括
連
携
協
定
を
締

結
し
た
と
発
表
し
た
。
教

育
、
ス
ポ
ー
ツ
、
防
災
な

ど
の
7
分
野
に
お
け
る
取

り
組
み
を
通
じ
て
、
地
域

社
会
の
持
続
的
発
展
や
豊

か
な
暮
ら
し
に
寄
与
し
た

い
考
え
。

協
定
を
結
ん
だ
の
は

「
人
権
・
共
生
・
協
働
」「
子

ど
も
・
子
育
て
」「
教
育
」

「
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
産

業
」「
健
康
・
福
祉
」「
都
市
」

「
環
境
」「
防
災
・
治
安
」

の
7
分
野
。
2
0
1
9
年

に
竣
工
し
た
本
社
社
屋
に

併
設
す
る
体
育
館
を
、
市

内
の
保
育
所
・
幼
稚
園
が

実
施
す
る
運
動
会
な
ど
の

会
場
、
ま
た
は
大
規
模
災

害
時
の
避
難
所
と
し
て
貸

し
出
し
を
行
う
。

そ
の
ほ
か
、
同
社
所
属

の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ

ー
ム
に
よ
る
近
隣
小
学
校

へ
の
指
導
や
、
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
開

催
を
通
し
て
市
内
の
ス
ポ

ー
ツ
振
興
を
支
援
。
小
学

生
を
対
象
と

し
た
工
場
見

学
会
や
、
中

学
生
を
対
象

に
職
場
体
験

な
ど
の
就
労

に
関
す
る
学

習
機
会
も
提

供
す
る
。
ま

た
、
東
大
阪

市
立
障
害
児

支
援
セ
ン
タ

ー
を
通
じ
た
職
場
体
験
や

研
修
会
の
講
師
派
遣
を
通

じ
、
障
害
者
雇
用
を
促
進

す
る
。

ま
た
、
東
大
阪
市
か
ら

は
Ｆ
Ｐ
Ｃ
用
電
磁
波
シ
ー

ル
ド
フ
ィ
ル
ム
、
熱
硬
化

型
導
電
性
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ

フ
ィ
ル
ム
、
漏
水
検
知
シ

ス
テ
ム
、
電
磁
波
シ
ー
ル

ド
ペ
ー
ス
ト
（
ス
プ
レ
ー

コ
ー
ト
タ
イ
プ
）
の
4
製

品
で「
東
大
阪
ブ
ラ
ン
ド
」

の
認
定
を
受
け
た
。
同
ブ

ラ
ン
ド
は
東
大
阪
ブ
ラ
ン

ド
推
進
機
構
が
運
営
し
て

お
り
、
審
査
を
経
て
同
社

製
品
が
モ
ノ
づ
く
り
で
知

ら
れ
る
東
大
阪
市
を
代
表

す
る
製
品
と
し
て
認
定
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
菱
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

（
本
社
＝
静
岡
県
裾
野
市
、

木
村
良
彦
社
長
）は
26
日
、

4
月
か
ら
の
組
織
改
正
を

発
表
し
た
。
事
業
本
部
制

を
解
消
し
て
再
構
築
す
る

ほ
か
、
押
出
事
業
本
部
加

工
品
事
業
部
と
営
業
・
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
、
富
士

製
作
所
事
務
部
も
解
消
し

再
編
成
す
る
。

事
業
本
部
制
を
解
消
後

に
管
理
部
門
、
生
産
支
援

部
門
、事
業
部
門
、富
士
製

作
所
に
新
た
に
編
成
さ
れ

る
。
品
質
保
証
部
は
経
営

会
議
に
直
轄
と
な
り
、
ど

の
部
門
に
も
属
さ
な
い
。

押
出
事
業
本
部
加
工
品

事
業
部
は
解
消
後
に
押
出

事
業
本
部
加
工
品
事
業
部

自
動
車
加
工
品
部
を
押
出

事
業
部
自
動
車
加
工
品
部

に
編
成
す
る
。
富
士
製
作

所
事
務
部
の
総
務
・
人
事

業
務
は
総
務
部
と
人
事
部

に
移
管
す
る
。
営
業
・
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
の
与
信

関
連
業
務
は
業
務
監
査
部

に
移
管
す
る
。

古
河
電
気
工
業
は
26

日
、
み
ず
ほ
銀
行
と
み
ず

ほ
情
報
総
研
の
環
境
評
価

融
資
商
品
「
み
ず
ほ
エ
コ

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」
の
融
資

契
約
を
締
結
し
た
と
発
表

し
た
。
脱
炭
素
社
会
へ
の

移
行
に
向
け
た
企
業
の
取

り
組
み
を
支
援
す
る
も
の

で
、
古
河
電
工
は
み
ず
ほ

情
報
総
研
の
環
境
評
価
モ

デ
ル
で
最
高
ラ
ン
ク
の
Ａ

Ａ
の
評
価
を
受
け
た
。

泉
州
電
業
は
26
日
、
譲

渡
制
限
付
株
式
報
酬
と
し

て
自
己
株
式
を
処
分
す
る

と
発
表
し
た
。
1
万
3
1

0
0
株
を
1
株
に
つ
き
3

4
8
0
円
で
取
締
役
10
人

に
割
り
当
て
る
。
処
分
価

額
の
総
額
は
4
5
5
8
万

8
0
0
0
円
。
期
日
は
3

月
26
日
。

大
阪
チ
タ
ニ
ウ
ム
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

（
6
月
開
催
予
定
の
定
時
株

主
総
会
日
付
）

■
新
任
監
査
役
候
補
者

▽
〔
新
任
〕
監
査
役
﹇
常
勤
﹈

（
常
務
執
行
役
員﹇
企
画
部
長
、

経
理
部
長
委
嘱
﹈）島
本
信
英

▽
〔
〃
〕
社
外
監
査
役
﹇
非

常
勤
﹈
＝
村
田
雅
詩

■
退
任
監
査
役

▽
顧
問
（
監
査
役
﹇
常
勤
﹈）

岡
野
正
之

▽
退
任（
監
査
役﹇
非
常
勤
﹈）

杉
﨑
文
男

（
4
月
1
日
付
）

■
執
行
役
員
の
異
動

▽
〔
昇
格
〕
常
務
執
行
役
員

﹇
岸
和
田
製
造
所
長
委
嘱
﹈（
執

行
役
員
﹇
岸
和
田
製
造
所
長
委

嘱
﹈）脇
治
豊

（
3
月
31
日
付
）

■
退
任

▽
顧
問
﹇
4
月
1
日
付
﹈﹇
監

査
役
﹇
常
勤
﹈
6
月
開
催
予
定

の
定
時
株
主
総
会
日
付
﹈（
常
務

執
行
役
員
﹇
企
画
部
長
、
経
理

部
長
委
嘱
﹈）島
本
信
英

▽
技
監
（
執
行
役
員
）
宮
本

俊
彦Ｕ

Ａ
Ｃ
Ｊ

（
6
月
22
日
付
）

■
新
任
取
締
役
候
補

▽
〔
新
任
〕
取
締
役
（
執
行

役
員
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
本
部

副
本
部
長
、
財
務
本
部
副
本
部

長
委
嘱
）
田
中
信
二

■
退
任
予
定
取
締
役

▽
退
任
（
取
締
役
兼
専
務
執

行
役
員
板
事
業
本
部
長
委
嘱
）

種
岡
瑞
穂

■
新
任
監
査
役
候
補

▽〔
新
任
〕常
勤
監
査
役（
財

務
本
部
副
本
部
長
、経
理
部
長
）

坂
上
淳

■
退
任
予
定
監
査
役

▽
退
任
（
常
勤
監
査
役
）
石

原
宣
宏Ｕ

Ａ
Ｃ
Ｊ

（
4
月
1
日
付
）

▽
社
長
特
命
事
項
担
当
（
専

務
執
行
役
員
板
事
業
本
部
長
委

嘱
）
取
締
役
、
Ｔ
ｒ
ｉ
―
Ａ
ｒ

ｒ
ｏ
ｗ
ｓ

Ａ
ｌ
ｕ
ｍ
ｉ
ｎ
ｕ

ｍ

Ｈ
ｏ
ｌ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
取
締
役

社
長

種
岡
瑞
穂

▽
専
務
執
行
役
員
関
連
事
業

会
社
担
当
、
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
押
出
加

工
社
長
（
常
務
執
行
役
員
構
造

改
革
本
部
長
、
経
営
戦
略
本
部

長
委
嘱
）
取
締
役

新
堀
勝
康

▽
免
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
部
に
つ
き
新
堀

常
務
執
行
役
員
を
補
佐
＝
取
締

役
兼
常
務
執
行
役
員
財
務
本
部

長
委
嘱

川
島
輝
夫

▽
常
務
執
行
役
員
（
執
行
役

員
）
取
締
役
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー

所
長
委
嘱
、
Ｄ
Ｘ
推
進
担
当

平
野
清
一

▽
専
務
執
行
役
員
板
事
業
本

部
長
委
嘱
（
常
務
執
行
役
員
板

事
業
本
部
副
本
部
長
﹇
製
造
部

門
﹈
委
嘱
）
田
口
正
高

▽
常
務
執
行
役
員
板
事
業
本

部
副
本
部
長
﹇
製
造
部
門
﹈
委

嘱
（
板
事
業
本
部
福
井
製
造
所

長
）
阿
部
禎
一

▽
〃
自
動
車
部
品
事
業
本
部

長
委
嘱
（
自
動
車
部
品
事
業
本

部
副
本
部
長
兼
モ
ビ
リ
テ
ィ
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
長
）
細

見
和
弘

▽
執
行
役
員
板
事
業
本
部
副

本
部
長﹇
企
画
部
門
﹈委
嘱（
Ｕ

Ａ
Ｃ
Ｊ〈
Ｔ
ｈ
ａ
ｉ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
〉

取
締
役
副
社
長
）
橋
本
圭
造

▽
特
別
顧
問
（
専
務
執
行
役

員
自
動
車
部
品
事
業
本
部
長
、

板
事
業
本
部
中
部
支
社
長
委

嘱
）
清
水
洋
二

▽
免
経
理
部
長
＝
財
務
本
部

副
本
部
長

坂
上
淳

▽
板
事
業
本
部
福
井
製
造
所

長
（
板
事
業
本
部
名
古
屋
製
造

所
長
）
山
田
哲
也

▽
特
命
事
項
担
当
（
常
務
執

行
役
員
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
押
出
加
工
取

締
役
社
長
）
竹
川
幸
男

▽
経
営
戦
略
本
部
長
（
経
営

戦
略
本
部
副
本
部
長
兼
自
動
車

部
品
事
業
本
部
長
付
）
隈
元
穣

治
▽
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
本
部

副
本
部
長
（
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー

ト
本
部
情
報
シ
ス
テ
ム
部
長
）

寺
島
輝

▽
板
事
業
本
部
名
古
屋
製
造

所
長
（
板
事
業
本
部
深
谷
製
造

所
長
兼
総
務
部
長
兼
設
備
部

長
）
慈
道
文
治

▽
財
務
本
部
経
理
部
長
（
Ｕ

Ａ
Ｃ
Ｊ〈
Ｔ
ｈ
ａ
ｉ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
〉

出
向
）
飯
田
晴
央

▽
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
本
部

情
報
シ
ス
テ
ム
部
長
（
ビ
ジ
ネ

ス
サ
ポ
ー
ト
本
部
情
報
シ
ス
テ

ム
部
名
古
屋
シ
ス
テ
ム
室
長
）

＝
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
本
部
情

報
シ
ス
テ
ム
部
Ｉ
Ｔ
戦
略
グ
ル

ー
プ
長

西
周
一
郎

▽
財
務
本
部
財
務
部
財
務
企

画
グ
ル
ー
プ
長
（
財
務
本
部
財

務
部
財
務
グ
ル
ー
プ
長
）
永
田

智
洋▽

財
務
本
部
長
付
兼
経
理
部

深
谷
会
計
室
長
（
〃
経
理
部
業

績
管
理
グ
ル
ー
プ
長
）
五
十
嵐

誠
▽
財
務
本
部
財
務
部
財
務
グ

ル
ー
プ
長
（
〃
財
務
部
財
務
グ

ル
ー
プ
主
査
）
松
原
裕
一

▽
〃
経
理
部
業
績
管
理
グ
ル

ー
プ
長（
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ〈
Ｔ
ｈ
ａ
ｉ

ｌ
ａ
ｎ
ｄ
〉
出
向
）
中
平
宏
樹

▽
〃
経
理
部
名
古
屋
会
計
室

長
（
財
務
本
部
経
理
部
深
谷
会

計
室
長
）
佐
々
木
直
之

▽
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
本
部

情
報
シ
ス
テ
ム
部
名
古
屋
シ
ス

テ
ム
室
長
（
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー

ト
本
部
情
報
シ
ス
テ
ム
部
名
古

屋
シ
ス
テ
ム
室
主
査
）
高
柳
仁

史
▽
自
動
車
部
品
事
業
本
部
副

本
部
長
（
自
動
車
部
品
事
業
本

部
事
業
企
画
部
長
）
自
動
車
部

品
事
業
本
部
営
業
部
長

加
藤

将
人▽

〃
（
〃
製
造
統
括
部
長
兼

製
造
室
長
）
川
瀬
修

▽
板
事
業
本
部
深
谷
製
造
所

長
兼
総
務
部
長
兼
設
備
部
長

（
板
事
業
本
部
名
古
屋
製
造
所

製
造
部
長
）
宮
地
和
博

▽
自
動
車
部
品
事
業
本
部
モ

ビ
リ
テ
ィ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン

タ
ー
長
＝
自
動
車
部
品
事
業
本

部
モ
ビ
リ
テ
ィ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

セ
ン
タ
ー
先
行
開
発
部
長

小

檜
山
陽
一
郎

▽
〃
製
造
統
括
部
長
兼
製
造

室
長
（
自
動
車
部
品
事
業
本
部

製
造
統
括
部
主
幹
）
伴
達
也

▽
板
事
業
本
部
生
産
企
画
部

長
兼
タ
イ
圧
延
工
場
製
造
支
援

室
長
兼
タ
イ
圧
延
工
場
設
備
支

援
室
長
（
板
事
業
本
部
名
古
屋

製
造
所
製
品
技
術
部
長
）
浦
吉

幸
男▽

〃
名
古
屋
製
造
所
製
造
部

長
（
〃
生
産
技
術
部
長
）
伊
藤

順
一▽

自
動
車
部
品
事
業
本
部
事

業
企
画
部
長
（
自
動
車
部
品
事

業
本
部
事
業
企
画
部
主
査
）
山

田
卓
司

▽
板
事
業
本
部
名
古
屋
製
造

所
生
産
技
術
部
長
（
板
事
業
本

部
名
古
屋
製
造
所
生
産
技
術
部

仕
上
技
術
室
長
）
＝
板
事
業
本

部
名
古
屋
製
造
所
構
造
改
革
推

進
室
長

神
田
知
之

▽
〃
名
古
屋
製
造
所
製
品
技

術
部
長
（
〃
製
品
技
術
部
第
二

製
品
技
術
室
長
）
川
原
晃

▽
〃
福
井
製
造
所
生
産
技
術

部
仕
上
技
術
室
長
（
〃
生
産
技

術
部
圧
延
技
術
室
長
）
岡
島
洋

治
▽
〃
名
古
屋
製
造
所
生
産
技

術
部
圧
延
技
術
室
長
（
Ｕ
Ａ
Ｃ

Ｊ
〈
Ｔ
ｈ
ａ
ｉ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
〉
出

向
）
川
瀬
長
隆

▽
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
〈
Ｔ
ｈ
ａ
ｉ
ｌ

ａ
ｎ
ｄ
〉
出
向
（
財
務
本
部
経

理
部
名
古
屋
会
計
室
長
兼
財
務

本
部
長
付
兼
財
務
部
財
務
企
画

グ
ル
ー
プ
長
）
梅
沢
健
一

▽
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
ア
ル
ミ
セ
ン
タ

ー
出
向
（
板
事
業
本
部
生
産
企

画
部
長
兼
タ
イ
圧
延
工
場
製
造

支
援
室
長
兼
タ
イ
圧
延
工
場
設

備
支
援
室
長
）
高
橋
明

▽
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
グ
リ
ー
ン
ネ
ッ

ト
出
向
（
〃
福
井
製
造
所
生
産

技
術
部
仕
上
技
術
室
長
）
松
本

好
弘（

6
月
22
日
付
）

▽
特
別
顧
問
（
取
締
役
社
長

特
命
事
項
担
当
）
種
岡
瑞
穂

▽
取
締
役
構
造
改
革
本
部
長

＝
執
行
役
員
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー

ト
本
部
副
本
部
長
﹇
安
全
環
境

部
、
購
買
部
、
設
備
部
、
物
流

部
、
品
質
管
理
部
、
知
的
財
産

部
、
情
報
シ
ス
テ
ム
部
、
デ
ジ

タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
部
担

当
﹈、財
務
本
部
副
本
部
長
委
嘱

田
中
信
二

▽
顧
問
（
常
勤
監
査
役
）
石

原
宣
宏

▽
常
勤
監
査
役
（
財
務
本
部

副
本
部
長
）
坂
上
淳

（
各
社
定
時
株
主
総
会
日
付
）

▽
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
ア
ル
ミ
セ
ン
タ

ー
顧
問
（
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
ア
ル
ミ
セ

ン
タ
ー
取
締
役
社
長
）
鈴
木
睦

雄
▽
〃
取
締
役
社
長
（
Ｕ
Ａ
Ｃ

Ｊ
ア
ル
ミ
セ
ン
タ
ー
出
向
）
高

橋
明▽

免
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ

Ｍ
ａ
ｒ
ｋ

ｅ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
＆
Ｐ
ｒ
ｏ
ｃ
ｅ
ｓ

ｓ
ｉ
ｎ
ｇ

Ａ
ｍ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ

取
締
役
社
長
＝
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ

Ｍ

ａ
ｒ
ｋ
ｅ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
＆
Ｐ
ｒ
ｏ

ｃ
ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｎ
ｇ

Ａ
ｍ
ｅ
ｒ

ｉ
ｃ
ａ
取
締
役

吉
田
光
愛

▽
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ

Ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ｅ

ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
＆
Ｐ
ｒ
ｏ
ｃ
ｅ
ｓ
ｓ

ｉ
ｎ
ｇ

Ａ
ｍ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
取

締
役
社
長
（
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ

Ｍ
ａ

ｒ
ｋ
ｅ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
＆
Ｐ
ｒ
ｏ
ｃ

ｅ
ｓ
ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
出
向
）
吉
竹
昌

樹
▽
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ

Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
ｍ

ｏ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ

Ｗ
ｈ
ｉ
ｔ
ｅ
ｈ

ａ
ｌ
ｌ

Ｉ
ｎ
ｄ
ｕ
ｓ
ｔ
ｒ
ｉ

ｅ
ｓ

Ｄ
ｉ
ｒ
ｅ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
／

Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ

Ａ
ｕ
ｔ

ｏ
ｍ
ｏ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ

Ｗ
ｈ
ｉ
ｔ

ｅ
ｈ
ａ
ｌ
ｌ

Ｉ
ｎ
ｄ
ｕ
ｓ
ｔ

ｒ
ｉ
ｅ
ｓ

Ｄ
ｉ
ｒ
ｅ
ｃ
ｔ
ｏ

ｒ
／
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
＆

Ｃ
Ｏ
Ｏ
）
Ｄ
ａ
ｖ
ｉ
ｄ

Ｃ
ｏ

ｏ
ｐ
ｅ
ｒ

▽
免
優
艾
希
杰
〈
上
海
〉
鋁

材
董
事
長
）
＝
執
行
役
員
板
事

業
本
部
副
本
部
長﹇
営
業
部
門
﹈

委
嘱

須
ヶ
間
聡

▽
優
艾
希
杰
〈
上
海
〉
鋁
材

董
事
長
＝
執
行
役
員
板
事
業
本

部
副
本
部
長
﹇
企
画
部
門
﹈
委

嘱
、
Ｔ
ｒ
ｉ
―
Ａ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ
ｓ

Ａ
ｌ
ｕ
ｍ
ｉ
ｎ
ｕ
ｍ

Ｈ
ｏ
ｌ

ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
取
締
役
社
長

橋
本

圭
造▽

Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
グ
リ
ー
ン
ネ
ッ

ト
顧
問
（
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
グ
リ
ー
ン

ネ
ッ
ト
取
締
役
社
長
）
友
成
幸

雄
▽
〃
取
締
役
社
長（
〃
出
向
）

松
本
好
弘

（ＣＩＦ日本、純分99％、
キロ当たりドル）

2月26日 1月平均

酸化ランタン 2.10 2.10
酸化セリウム 2.10 2.10
酸化プラセオジム 63.00 60.00
酸化ネオジム 92.00 81.94
酸化サマリウム 2.40 2.30
酸化ユウロピウム 33.00 31.00
酸化テルビウム 1366.00 1179.44
酸化ジスプロシウム 351.00 318.33
酸化イットリウム 4.70 3.86
金属ネオジム 109.00 102.33
金属ジスプロシウム 457.00 408.33
金属プラセオジム・ 88.00 82.33
ネオジム

3月前半積み減摩合金販価
（単位 :キロ当たり円、
カッコ内は前回比）

▽1種 3915(�670)
▽2種 3790(�640)
▽2種B 3730(�625)
▽3種 3660(�610)
▽4種 3205(�525)
▽5種 3115(�515)
▽6種 2290(�345)
▽7種 1070(�110)
▽8種 915(�75)
▽9種 815(�60)
▽10種 780(�25)
【原料購入価格】
▽錫 3680(�690)
▽アンチ 1135(�80)
▽銅 955(�82)
▽鉛 284(�10)
▽亜鉛 354(�27)

宮
下
社
長
㊧
と
野
田
市
長

マンスリー・ビュー 3月

カネ余り背景に1万㌦超えへ

米経済観測受け2100―2200㌦

25―33㌦、太陽光向け需要伸びる

銅

アルミ

銀




